
施策マネジメントシート　（令和 4 年度目標達成度評価）

施策主管課 企画政策課 施策関係課名 健康増進課・人権・同和対策室・社会福祉課

１　施策の目的（①対象③意図）と指標（②対象指標④成果指標）等の推移

第2次

総合計画

体系

政策

No.
5 政策名 みんなでささえあう やさしいまち

施策

No.
5 施策名 男女共同参画の推進

①対象
　（この施策は、誰、何を対象としているのか）

③意図
　（この施策によって対象をどう変えるのか）

市民 性別に関わりなく活躍できる社会を目指す

④成果指標
　（意図の達成度を表す指標）

単位 数値区分 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 成果指標の達成状況及び要因

1
性別によって役割を固定する考え

方（夫は外で働き、妻は家庭を守る

べき）に反対する市民の割合
％

目標値 70.5 71.0 71.5 72.0
実績値 73.3 0.0 0.0 0.0
達成率 104.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2
審議会等における女性の

参画率
％

目標値 32.0 33.0 34.0 35.0
実績値 35.6 0.0 0.0 0.0

達成率 111.3% 0.0% 0.0% 0.0%

実績値3

目標値

達成率

4

目標値

実績値

達成率

２　施策（基本事業）の振り返り

基本事業 （施策の目標達成に向けて、どのように取り組んだか。）

男女共同参画に対する理

解の促進

・市民を対象に男女共同参画フォーラム・男女共同参画市民講座を開催し、男女共同参画に対する意識啓発を行った。

・正しい理解を深めるために市職員を対象にオンラインを合わせて職員研修会を2コマ実施した。

・市立図書館に男女共同参画に関連する図書を紹介する特設コーナーを設置した。

実績値5

目標値

達成率

1）達成。「性別によって役割を固定する考え

方に反対する市民の割合」は、目標を達成す

ることができた。

年齢別でみると、20代が91%ともっとも高

く、高年代ほど割合が低くなっている。特に、

目標値を下回っているのが70歳代以上であ

ることから高齢者層への男女共同参画に対す

る啓発が引き続き必要であると考える。

2）達成。「審議会等における女性の参画率」

は令和3年度（34.8%)から対前年比0.8％

増と目標を達成することができた。これは、女

性の参画率が下がった審議会の割合より、参

画率が上がった審議会の割合の方が、若干

大きかったことが要因として考えられる。

３　施策の課題　（基本計画で掲げた施策の「現況と課題」、成果指標の達成状況を踏まえて、次年度以降に向けた施策の課題）
・男女共同参画社会の形成に向けては、市民、事業者、各種団体等のすべての人々の男女共同参画に対する意識の浸透や理解の促進が必要不可欠であ

る。

・「小城市男女共同参画プラン さくらプラン」の進行管理を行いながら、市で実施している男女共同参画に関する事業について、引き続き推進を促していく

必要がある。

・事業者に様々な手法を通じて男女共同参画に関する情報を提供し、働き方改革を促す取り組みが必要である。

４　今後の取り組み　（課題解決に向けた今後の取り組みの方向性・内容等）
・男女共同参画推進事業補助金等を活用し、男女共同参画に取り組む団体等を育成するための啓発を行う。

・審議会等における女性の参画を促すため、引き続き各課で女性委員登用数の目標を立ててもらい参画率向上を図る。

・男女共同参画団体と市役所各課との協働による啓発事業の実施に向けた体制の構築を行う。

小城市　　

女性の活躍を促す環境づ

くり

・「第2次男女共同参画プラン」（計画期間：平成29年度～令和3年度）の最終年度となる令和3年度の施策の実施状況を

把握し、男女共同参画審議会で報告を行った。

・男女共同参画推進本部会議等を通じて政策決定の場である審議会等への女性の登用を促し、各課へ審議会等への女性

委員登用数の目標を立ててもらう等、女性の活躍推進に向けた取り組みを行った。

・男女共同参画団体と文化課との協働により「おはなし会」での紙芝居の啓発を実施した。

－公表シート －


